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事務所／〒484-0081 犬山市大字犬山字西畑 22-5 

電 話／0568-61-5219 F A X／0568-61-5523 
U R L／http://www.inuyama-rc.org/ ｅ-mail／info@inuyama-rc.org 
例会場／〒484-0082 犬山市大字犬山字北古券 107-1名鉄犬山ホテル 

電 話／0568-61-2211 毎週火曜日／12：30～13：30 

 

■会  長：吉 田  洋 

■幹  事：原  正 男 

■会報委員長：保浦 博志 

第２７３３回  例  会 （ Ｈ３０．３．２０ 火 雨 ☂ ） 

点 鐘 吉田 洋会長 

R . S それでこそロータリー 四つのテスト 

ビジター ☆東尾張分区ガバナー補佐 鈴木 文勝 様 

  ☆米山奨学生 シュレスタ アショクさん 

幹事報告 原 正男幹事 

１）会報受信クラブ 可茂 

２）下記クラブは例会変更です 

クラブ名 例会日（曜） 場所（変更理由） 

愛知長久手 3月27日(火) (規定休会) 

各 務 原 3月28日(水) (IGM 夜間例会) 

瀬 戸 
3月28日(水) 

→3月24～25日 

(第 26 回 RYLA ｾﾐﾅｰ 

(ﾎｽﾄ；瀬戸 RC)) 

名古屋守山 
3月28日(水) 

→3月27日(火) 
(6RC 合同例会) 

名古屋ｱｲﾘｽ 
3月28日(水) 

→3月27日(火) 
(6RC 合同例会) 

名 古 屋 北 
3月30日(金) 

→3月27日(火) 
(6RC 合同例会) 

春 日 井 3月30日(金) (定款 8-1 による休会) 

出席報告（宇佐美芳樹委員） 

出席率 86.96％ 

会員 55 名 出席 40 名 欠席 15 名 

欠席者 藤井友喜君 福冨孝弘君 加藤浩一君 

小田漠己君 山田直廣君 安田一生君 

前例会の修正(3/13 分) 

中村大輔君(3/18eCLUBONE)野村憲治君(3/17 米山奨

学期間終了者歓送会)宇佐美芳樹君((3/18eCLUBONE) 

 以上 89.80％を 95.92％に修正 

前々例会の修正(3/6 分) 

中村大輔君(3/18eCLUBONE)祖父江寿男君(3/15 可児

RC)小田漠己君(3/19eCLUBONE)宇佐美芳樹君(3/18 

eCLUBONE)山本幸夫君(3/14eCLUBONE) 

 以上 90.38％を 100％に修正 

祝 福（松山基邦副委員長） 

おめでとうございます！！ 

皆出席 15 年 祖父江 寿男君 

皆出席 7 年 谷定 貴之君 

御夫人誕生日 近藤斉宏君夫人 

 

ニコボックス（塚原義成委員長）  

本日の投函金額 47,500 円  

 
会 長 挨 拶（吉田 洋会長） 

 

「 オプジーボ 」 

本日は話題の抗がん剤オプジーボのお話をいたしま

す。 

一般にがんに対しては手術、放射線療法そして抗が

ん剤の 3 者が治療の中心です。手術で取りきれる場合

はよいのですが、浸潤転移などによりがん細胞が残っ

た場合には、あるいはがんが大きく手術で取りきれな

い場合には放射線治療とともに全身抗がん剤投与が行

われます。しかし従来の抗がん剤治療は細胞をいわば

毒を持って殺すという治療であり、正常な細胞まで障

害を与えてしまうという副作用が強くなかなか十分な

量を投与することができませんでした。第 4 の治療と

して人間にもともとある免疫機能によってがん細胞を

やっつけるという治療法が昔から行われてきました。

しかしなかなか十分な治療効果は得られませんでした。

 京都大学の本庶研究室では免疫細胞の中にアポトー

シスという細胞をプログラムして死にいたらしめる 

PD‐1 という物質があることを発見いたしました。普

通なら正常の細胞でないがん細胞を免疫の力で殺すこ

とができるはずなのに、よく調べてみるとがん細胞自

体がこの PD‐1 という物質に結合する PD‐L1 とい

う物質を出すために十分な免疫効果が得られないとい

うことを発見しました。ではこのがん細胞が免疫をブ

ロックするのを防ぐ抗体を作ればよいという考え方で

できたのがオプジーボなのです。一般的には免疫チェ

ックポイント阻害剤といわれています。 
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現在のところ保険がきくのが一部のがんのみである点 

根治切除不能な悪性黒色腫 

切除不能な進行・再発の非小細胞肺癌 

根治切除不能又は転移性の腎細胞癌 

再発又は難治性の古典的ホジキンリンパ腫 

再発又は遠隔転移を有する頭頸部癌 

がん化学療法後に増悪した治癒切除不能な進行・再

発の胃癌 

さらに効く人と効かない人の差があまりに強い、手

術不能な人の中の 2 割内外の人に著明に効果があるそ

うで、その他の人には全く聞かない。治療費が昨年 

4月から安くなったとはいえ1000万円以上かかる点が

ネックのようです。効果のある人ない人をあらかじめ

分かるようになればもっと効率的に治療が可能となり、

おそらくノーベル賞は確実でしょう。 

 
ロータリー米山奨学生（シュレスタ･アショクさん） 

 

◇感謝の言葉 

 

 こんにちは、とても悲しいです。皆さんと会えなく

なるからです。米山奨学金を頂いて無事大学を卒業し、

これから経営人として頑張っていきます。 

米山奨学生として早くも 1 年になりました。思えば

初めて皆様の前でご挨拶できたのが 1 年前の 4 月でし

た。ドキドキしながら、第 1 回の例会に出席し、そし

て楽しみながら皆様とのお付き合いを始まりました。 

時の流れは速く、最初の出会いからすでに 1 年も経

ち、奨学期間を終了する時が近づいてきました。この

1 年間皆様からの様々な御高配を賜りました事、謹ん

で御礼を申し上げます。 

米山奨学生としての 1 年間私は、二つの貴重なこと

を得ました。まず、奨学生になってから一番ありがた

く感じたのは何かと申しますと、やはり、ロータリア

ンの皆様からのご支援をいただくことで、勉学や研究

に専念できた事だと思います。次は、何より、ロータ

リアンの皆様とのお付き合いが出来た事です。 

各分野で素晴らしい成果をあげておられるロータリ

アンの方々は、私にとっては人生、社会の大先輩であ

り、皆様から学校で学べないことを沢山教わり、私の

方向性や一般社会人としてあるべき姿を改めて考える

チャンスを下さったことに、心から感謝をいたします。 

毎月の例会に限らず、家族会、研究会、懇親会、地

区大会やロータリーの様々な会に参加など、ロータリ

アンの家族の皆様といろいろな交流ができたことで、

日本文化の理解がさらに深くなったと思います。この

場を借りて家族の皆様にも御礼を申し上げます。 

米山奨学生としての 1 年間、犬山ロータリークラブ

に出来る限り、様々体験会、例会に参加することがで

きまして経験になりました。これからも、ご支援して

くださった皆様のことを胸に、自分の目標まで頑張っ

て行こうと思います。日本ネパール交流の掛け橋の役

目を果たし、一人のロータリアンになれますよう頑張

って生きていきたいと思います。 

最後になりますが、奨学生 1 年間育ててくださった

カウンセラーの皆様、いつも家族のように接してくだ

さいまして、心より感謝の意を申し上げます。 

大変お世話になりました。誠にありがとうございま

した。 

 
次年度地区出向者委嘱状の伝達式（＊3/6 欠席の方） 

○社会奉仕委員会 副委員長 谷定 貴之君 

 
益々のご活躍をお祈り申し上げます！ 

 

 

その他委員会報告  
◎次年度幹事（稲垣圭次君） 
本日18時より18-19年度合同委員会（事業系）を開

催しますのでご出席される方はよろしくお願いいたし

ます。  

【18-19年度合同委員会（事業委員会系）のご案内】  

日時：3月20日（火）18：00～  

場所：大安 

その他；事業計画書を 4 月中に事務局までご提出下さい。 

◎会員増強委員会（日比野万喜男委員長） 
本日例会後、会員拡大の為の実行委員会をこのまま

例会場にて30分程度開催。 実行委員の皆様のご参加を

お願いします。 
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新会員スピーチ 

プログラム･出席委員会（祖父江寿男委員長) 

☆ 宇佐美 芳樹君 

 

 

☆ 山本 幸夫君 

 

 
ご 報 告 

○犬山ライオンズクラブ結成55周年記念式典及び祝宴 

去る 3 月 18 日（日）名鉄犬山ホテルにおいて、犬

山ライオンズクラブ結成 55 周年記念式典及び祝宴が

行われ、吉田会長が出席されました。 


